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（平成 29 年）

第 137 号

今月の主な内容 今月の表紙
『津川地区　枝垂れ桜』
　４月、町内各所で町の木である桜が美しく咲
き誇り、春の訪れを告げました。
　写真は岡さん（津川）が自宅の庭園で育てて
いる枝垂れ桜です。
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【
地
区
名
】　　
　
　
　
　
【
区
長
氏
名
】

下　

佐　

　々
　
　
　
　

若　

林　
　
　

豊

吉　
　
　

見　
　
　
　
　

山　

本　

慶　

一

海
南
鋼
管　
　
　
　
　

植　

田　
　
　

均

動　
　
　

木　
　
　
　
　

橋　

本　

由　

平

緑　

ヶ　

丘　
　
　
　
　

後　

藤　

秀　

幸

　
　

平　
　
　
　
　
　
　

城　

山　

惠　

充

小　
　
　

畑　
　
　
　
　

菊　

本　

邦　

夫

希
望
ヶ
丘　
　
　
　
　

新　

谷　

泰　

久

柴　
　
　

目　
　
　
　
　

山　

本　

久　

夫

長　
　
　

谷　
　
　
　
　

岩　

橋　

秀　

哲

吉　
　
　

野　
　
　
　
　

増　

谷　

誠　

造

福　
　
　

井　
　
　
　
　

千　

田　

容　

央

中　
　
　

田　
　
　
　
　

小　

林　
　
　

茂

梅　
　
　

本　
　
　
　
　

桂　

阪　

宜　

和

奥　

佐　

　々
　
　
　
　

上　

田　

算　

三

坂　
　
　

本　
　
　
　
　

家　

本　

晴　

夫

松　
　
　

瀬　
　
　
　
　

山　

本　

登
志
夫

釜　
　
　

滝　
　
　
　
　

峠　
　
　

博　

文

西　
　
　

野　
　
　
　
　

橋　

本　

修　

和

東　
　
　

野　
　
　
　
　

溝　

上　

孝　

和

国　

木　

原　
　
　
　
　

前　

野　

忠　

弘

福　
　
　

田　
　
　
　
　

徳　

田　

忠　

嗣

神
野
市
場
１　
　
　
　
　

道　

浦　

敏　

永

神
野
市
場
２　
　
　
　
　

松　

本　

元　

信

神
野
市
場
３　
　
　
　
　

中　

谷　

収　

吾

神
野
市
場
４　
　
　
　
　

前　

原　

芳　

文

野　
　
　

中　
　
　
　
　

西　

浦　

史　

雄

平
成
29
年
度

新
し
い
区
長
さ
ん決

ま
る

　
地
区
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
ま
た
、
町
と
の

パ
イ
プ
役
と
し
て
色
々
と
お
世
話
し
て
い
た
だ

く
平
成
29
年
度
の
区
長
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

創
立
141
年
の
毛
原
小
学
校
・

創
立
69
年
の
長
谷
毛
原
中
学
校
　
休
校
へ

紀
美
野
町
消
防
団

　
第
10
分
団
消
防
格
納
庫
完
成

毛
原
小
学
校
は
、
明
治
８
年
開
校
以
来
、
実
に
１
４
１
年
、
ま
た
、
長

谷
毛
原
中
学
校
は
昭
和
22
年
開
校
以
来
、
69
年
と
い
う
長
い
年
月
の
間
、

多
く
の
生
徒
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
過
疎
化
・
少
子
化
の
進
行
に
よ
る
児
童
生
徒
数
の
減
少
の
た

め
、
平
成
29
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
休
校
す
る
こ
と
と
な
り
、
３
月
24
日

に
、
在
校
生
・
卒
業
生
・
地
域
住
民
・
学
校
関
係
者
ら
が
多
数
出
席
す
る

中
、
休
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
児
童
生
徒
の
楽
器
演
奏
に
よ
る
だ

ん
じ
り
の
音
楽
、
地
域
住
民
に
よ
る
餅
ま
き
が
行
わ
れ
、
出
席
者
ら
は
歴

３
月
25
日
、
紀
美
野
町

消
防
団
第
10
分
団
消
防
格

納
庫
の
竣
工
式
が
行
わ

れ
、
町
、
町
議
会
、
関
係

区
長
、
消
防
団
員
ら
関
係

者
約
20
人
が
出
席
し
ま
し

た
が
、
神
事
の
あ
と
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
念
願

だ
っ
た
消
防
格
納
庫
の
完

成
を
祝
い
ま
し
た
。

完
成
し
た
消
防
格
納
庫

は
、
鉄
骨
造
平
屋
建
て
、

床
面
積
70
・
75
㎡
で
消
防

車
輌
車
庫
、
団
員
詰
所
、

多
目
的
ト
イ
レ
が
完
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

地
域
の
消
防
防
災
の
拠
点

と
し
て
幅
広
く
活
用
さ
れ

ま
す
。

広
報
き
み
の
４
月
号
と
同
時
に
配
布
し

ま
し
た
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
の
う
ち
、〈
集

団
で
実
施
す
る
予
防
接
種
〉
の
二
種
混
合

の
受
付
時
間
、
場
所
に
一
部
印
刷
さ
れ
て

い
な
い
不
備
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
、
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
正
し
く
は
下
記
の
通
り
で
す
。

な
お
、
対
象
者
に
は
事
前
に
通
知
を
郵

送
い
た
し
ま
す
。

「
平
成
29
年
度
　
紀
美
野
町
衛
生
カ
レ
ン
ダ
ー
」

に
つ
い
て
の
お
詫
び
と
訂
正
に
つ
い
て

児童生徒によるだんじりの演奏
史
と
伝
統
あ
る

毛
原
小
学
校
、

長
谷
毛
原
中
学

校
の
歴
史
に
思

い
を
は
せ
、
学

校
に
別
れ
を
告

げ
ま
し
た
。

二種混合
実施日 対象者
７月31日
（月）

小学６年生
（平成17年度生まれ）

受付時間　13時～ 13時30分
場　　所　総合福祉センター
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紀
美
野
町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で
町
職
員
の
人

事
異
動
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
し
た
。（　

）
内
は

旧
職
で
す
。

【
参
事
級
】

参
事
〔
総
務
課
長
事
務
取
扱
〕

　

細
峪　

康
則
（
総
務
課
長
）

【
課
長
級
】

議
会
事
務
局
局
長

　

田
中　

克
治
（
水
道
課
課
長
）

教
育
委
員
会
教
育
次
長
教
育
課
長
事
務
取
扱

　

湯
上　

章
夫
（
産
業
課
課
長
）

税
務
課
課
長

　

中
谷　

昌
弘
（
企
画
管
財
課
課
長
）

会
計
管
理
者
会
計
課
長
兼
務

　

北
山　

仁
（
保
健
福
祉
課
主
幹
〔
町
社
会
福
祉
協

　
　
　
　
　
　

議
会
派
遣
〕）

水
道
課
課
長　

　

山
本　

訓
永
（
建
設
課
課
長
補
佐
）

企
画
管
財
課
課
長

　

坂　

詳
吾
（
総
務
課
主
幹
）

美
里
支
所
支
所
長
〔
住
民
室
室
長
事
務
取
扱
〕

　

山
口　

典
子
（
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
室

　
　
　
　
　
　
　

室
長
）

住
民
課
課
長

　

仲
岡　

み
ち
子
（
住
民
課
課
長
補
佐
）

産
業
課
課
長

　

米
田　

和
弘
（
産
業
課
課
長
補
佐
）

【
主
幹
級
】

美
里
支
所
建
設
室
室
長

　

椎
木　

宏
修
（
美
里
支
所
建
設
室
主
幹
〔
地
籍
調

　
　
　
　
　
　
　

査
担
当
〕）

教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
室
室
長

　

中　

喜
美
（
美
里
支
所
住
民
室
室
長
）

き
み
の
こ
ど
も
園
園
長

　

梅
原　

智
美
（
き
み
の
こ
ど
も
園
副
園
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

神
野
保
育
所
所
長

　

山
本　

雅
世
（
神
野
保
育
所
副
所
長
〔
所
長
待
遇
〕）

産
業
課
課
長
補
佐

　

曲
里　

充
司
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

き
み
の
こ
ど
も
園
副
園
長

　

小
西　

貴
美
（
き
み
の
こ
ど
も
園
主
任
）

建
設
課
課
長
補
佐

　

太
田　

具
文
（
水
道
課
主
任
）

総
務
課
課
長
補
佐

　

吉
見　

将
人
（
総
務
課
主
任
）

住
民
課
課
長
補
佐

　

東
浦　

功
三
（
住
民
課
主
任
）

ま
ち
づ
く
り
課
課
長
補
佐

　

竹
本　

芳
樹
（
税
務
課
主
任
）

議
会
事
務
局
次
長

　

井
戸
向　

朋
紀
（
議
会
事
務
局
主
任
）

企
画
管
財
課
課
長
補
佐

　

中
前　

貴
康
（
企
画
管
財
課
主
任
）

消
防
職
員

消
防
署

【
課
長
補
佐
級
】

警
防
第
２
課
課
長
補
佐

　

岡
裏　

崇
（
警
防
第
３
課
課
長
補
佐
）

警
防
第
３
課
課
長
補
佐

　

井
川　

豊
一
（
警
防
第
２
課
課
長
補
佐
）

【
退
職
】（
平
成
29
年
３
月
31
日
）

増
谷　

守
哉
（
参
事
〔
住
民
課
課
長
事
務
取
扱
〕）

西　

敏
明
（
参
事
〔
美
里
支
所
支
所
長
、
建
設
室
長

　
　
　
　
　

事
務
取
扱
〕）

南　

秀
秋
（
参
事
〔
会
計
管
理
者
事
務
取
扱
会
計
課

　
　
　
　
　

長
兼
務
〕）

大
東　

淳
悟
（
議
会
事
務
局
局
長
）

前
田　

勇
人
（
教
育
委
員
会
教
育
次
長
教
育
課
長
事

　
　
　
　
　
　

務
取
扱
）

西
岡　

秀
育
（
税
務
課
課
長
）

中
谷　

典
代
（
議
会
事
務
局
次
長
）

西
浦　

吉
子
（
保
健
福
祉
課
主
幹
）

坂
口　

弥
生
（
き
み
の
こ
ど
も
園
主
幹
〔
園
長
〕）

北
原　

恵
美
子
（
神
野
保
育
所
所
長
）

决
得　

誠
（
企
画
管
財
課
課
長
補
佐
）

坂　

直
（
ま
ち
づ
く
り
課
課
長
補
佐
）

村
木　

一
博
（
消
防
本
部
次
長
）

和
久
谷　

修
弘
（
消
防
署
警
防
第
２
課
専
門
員
）

【
新
規
採
用
】

建
設
課
主
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
上　
　

雅
哉

保
健
福
祉
課
主
事　
　
　
　
　
　
　

西
田　
　

業
平

総
務
課
主
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
原　
　

和
紀

住
民
課
主
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
井　
　

友
規

企
画
管
財
課
主
事　
　
　
　
　
　
　

坂
口　
　

雄
紀

水
道
課
主
事
補　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　
　

紘
杜

消
防
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　
　

健
太

消
防
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
久
保　

雄
貴

消
防
士　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舟
底　
　

研
斗

き
み
の
こ
ど
も
園
主
事　
　
　
　
　

中
家　
　
　

彩

き
み
の
こ
ど
も
園
主
事
補　
　
　
　

伊
藤　
　

納
菜

国
吉
診
療
所
〔
兼
長
谷
毛
原
診
療
所
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

主
事　
　
　

宮
地　

亜
沙
美

（
６
月
号
に
続
く
）

町
職
員
の
人
事
異
動
（
そ
の
一
）

新規採用職員
写真後列：溝上雅哉、西田業平、北原和紀、永井友規、坂口雄紀、林紘杜
　　前列：松本健太、前久保雄貴、舟底研斗、宮地亜沙美、中家彩、伊藤納菜

【
地
区
名
】　　
　
　
　
　
【
区
長
氏
名
】

安　
　
　

井　
　
　
　
　

辻　
　
　

永　

治

南　
　
　

畑　
　
　
　
　

寺　

中　
　
　

清

箕　
　
　

六　
　
　
　
　

下
垣
鳴
海　

康
純

樋　
　
　

下　
　
　
　
　

衣　

田　

和　

豊

永　
　
　

谷　
　
　
　
　

西　

岡　

作　

治

上　

ケ　

井　
　
　
　
　

横　

山　

健　

司

三　

尾　

川　
　
　
　
　

美　

濃　

良　

和

大　
　
　

角　
　
　
　
　

上　

中　

和　

也

津　
　
　

川　
　
　
　
　

前
久
保　

悦　

治

明　
　
　

添　
　
　
　
　

本　

田　

泰　

男

鎌　
　
　

滝　
　
　
　
　

折　

口　

庄
兵
衛

赤　
　
　

木　
　
　
　
　

浦　
　
　

啓　

治

高　
　
　

畑　
　
　
　
　

畑　

口　

芳　

宏

桂　
　
　

瀬　
　
　
　
　

仲
垣
内　

詳　

子

今　
　
　

西　
　
　
　
　

寺　

本　

義　

守

松　

ケ　

峯　
　
　
　
　

新　

野　

一　

郎

菅　
　
　

沢　
　
　
　
　

向　

江　

秀　

雄

　
　

田　
　
　
　
　
　
　

井　

上　

久　

喜

　
　

谷　
　
　
　
　
　
　

仲　

前　
　
　

寛

　
　

中　
　
　
　
　
　
　

東　
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古　

阪　

寛　

孝

井　
　
　

堰　
　
　
　
　

中　
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佐
登
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雄
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国　
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雄

北　
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介　
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円　
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寺　
　
　
　
　

井
中
家　

康　

文

勝　
　
　

谷　
　
　
　
　

粉　

川　

醇　

一

四　
　
　

郷　
　
　
　
　

桐　

山　

尚　

己
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年金は誰もが加入する制度です
被保険者は、職業などによって３つのグループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なります。

こんな時には、国民年金の手続きを忘れずに！
国民年金は、日本国内に住所がある20歳以上60歳未満の方が加入する制度です。次のようなときには、自ら届出を

行うことが必要となります。忘れずに届出を行いましょう。

◎20歳になったとき
　厚生年金に加入していない方が、20歳になったとき

◎会社を退職したり、第２号被保険者から外れたとき
　60歳になる前に会社などを退職したときなど、厚生年金の被保険者ではなくなったとき

◎配偶者が退職したとき
　配偶者が退職し、会社員や公務員などの被扶養配偶者ではなくなったとき
　なお、会社員や公務員など勤めている方の被扶養配偶者になるときは、その方の勤務先へ届出を行ってください。

納付書（領収済通知書）の期限について
毎月の国民年金保険料の「納付期限」は、原則として翌月末日ですが、納付期限から２年後の「使用期限」までなら

納めることができます。
納めれば老齢基礎年金の年金額に算入されます。しかし、障害基礎年金や遺族基礎年金の受給については、納付日等

の状況で審査することとなっていますので、納付が遅れていると受け取れないことがあります。

■問い合わせ　住民課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９０３　　　　美里支所住民室　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ３４６４

第１号被保険者
自営業者、学生、フリーター、無職の方などで、加入手続きはご自分で、役場住民課または美
里支所住民室で行います。

第２号被保険者 会社員や公務員など、厚生年金に加入している方で、加入手続きは勤務先が行います。

第３号被保険者
第２号被保険者に扶養されている配偶者の方で、加入手続きは第２号被保険者の勤務先を通じ
て行います。

平成29年度　個人町民税・県民税の税額決定通知書の発送のお知らせ
　平成29年度個人町民税・県民税税額決定通知書（給与からの特別徴収分）を５月15日にお勤め先に
発送します。給与からの天引きによる特別徴収は、６月の給与からとなっています。
　なお、納付書及び口座振替による平成29年度個人町民税・県民税税額決定通知書（普通徴収分）は
６月15日に発送予定となっています。

平成29年度　所得課税証明書の発行について
所得課税証明書の交付時期は、その年度の町県民税の賦課決定日以降です。
平成29年度は次のとおりになります。
町県民税の納付が
　◎給与からの天引きのみで納める方・・・・・・・・・・・・・・・・５月15日以降
　◎町が送付する納税通知書で納める方及び年金からの天引きの方・・・６月15日以降
※平成29年1月1日に紀美野町に住所がある方（1月1日に住民登録がある市町村で発行されます。）
※所得の申告をしていない場合は、証明書を交付することができませんので、先に町県民税の申告をお願いし
ます。
※本人以外の方が申請される場合は、委任状が必要です。

■問い合わせ　税務課　℡.０７３‐４８９‐５９０５

税務課からのお知らせ
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国保野上厚生総合病院の精神科訪問看護室です。平成26年に開設され、現在３名が担当しています。
精神科訪問看護では、病院を退院された後、あるいは外来通院されている方が安心して治療を継続し快適な生活を維持
できるよう「看護師」「作業療法士」「精神保健福祉士」などの専門スタッフがご
自宅に伺って、日常生活への支援などを行います。
病気の症状や障害による困難に対して対処方法を検討すること、生活や健康の
悩み・心配事に対する支援・薬の管理や飲み方・副作用に対する相談、福祉サー
ビスの利用についての相談、患者様とご家族のよりよい関係作りの為の支援をさ
せて頂いています。精神科訪問看護について、お問い合わせがございましたらお
気軽にご相談ください。

■問い合わせ　国保野上厚生総合病院　精神科訪問看護室
　　　　　　　℡　０７３‐４８９‐２１７８（代表）
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操
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９
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。
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あ
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ま
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。
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催
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史
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シ
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。
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５
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付
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８
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０
０
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。
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。
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催
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史
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９
５
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３
４
６
２
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８
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搬
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。

・
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み
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。
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で
、
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。
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に
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。

紀
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青
少
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０
７
３
‐
４
８
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‐
５
９
０
９

国保野上厚生総合病院だより（職員紹介○）21

平
成
29
年
度　

第
１
回　

町
民
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
！　

５
月
21
日
（
日
）

『
継
続
は
力
な
り
』
を
強
く
実
感
し
ま
す
。　

　
　
　
　

国
吉
地
区
の
仲
山
淑
子
さ
ん
よ
り

左から　庵尾 知穂、　
　　　　井堰 恵美、　小畠 拓治
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★こども園・保育所開放のご案内 (1歳児～）
　園庭を開放しますので、親子で遊べます。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○きみのこども園　：５月 ８ 日（月）・22 日（月）　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２１４４
　○神野保育所　　　：５月 17 日（水）　　　　　 　10 時～ 11 時 30 分　℡ ０７３ ‐ ４９５ ‐ ２０４９
★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで）　　 5 月 10 日（水）9 時 30 分～ 11 時 30 分　総合福祉センター 2 階
　○カンガルー（生後 5 か月～１年６か月まで）　　5 月 25 日（木）9 時 30 分～ 11 時　　　 総合福祉センター 2 階
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（総合福祉センター内）まで申込みよろしくお願いします。
　　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０
★子育て支援センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○子育て支援センター：月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０
　　（総合福祉センター内） 　　5 月 8 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ　10 時 30 分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・栄養士による栄養相談　午前中
　　　　　　　　　　　　　 　5 月16日（火）・ALT と遊ぼう　14 時 30 分～
★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センターでは、育児相談を随時行っています。また、きみのこども園、神野保育所でも相談を行っています。
　※保育士資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。 
　　お越しいただくか、お電話にてお気軽にお問い合わせください。　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

保健・福祉だより
平成29年度衛生カレンダーもご覧ください。

子育て支援センターからのお知らせ

健康相談のお知らせ（5月の日程）

〔連絡先〕
　平日（８時 30 分～ 17 時 15 分）℡.073 ‐ 489 ‐ 9960
　休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡.073 ‐ 489 ‐ 2430

●保健福祉・介護などの総合相談窓口
　地域包括支援センター（保健福祉課内）

〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　10 日、17 日、24 日、31 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等

保健師・栄養士が各種健診結果を説明します。自分の健康状
態を知り、今後のよりよい生活につなげましょう。生活改善に
関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、お気
軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必
ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もお
こないます。

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

平均寿命が延びるなか、健康に暮らし続けるための「健康寿命」も延ばしましょう。
いつまでも、元気に暮らしていくために、“健康の源”食生活を今一度ふり返ってみませんか。
この教室は、毎月１回開催します。講話及び、調理実習と試食もあります。お気軽にご参加下さい。

５月の予定
■日　　　時　平成29年５月17日（水）
　　　　　　　９時30分～ 13時
■場　　　所　紀美野町総合福祉センター
■定　　　員　20名
■申 込 締 切　５月10日（水）
■用意する物　エプロン、食材料費３００円
■問い合わせ・申し込み　保健福祉課　℡.０７３‐４８９‐９９６０

〜 65歳からの健康づくり教室のお知らせ〜

献血のお知らせ

献血にご協力お願いします 
■日時・場所
　5 月 30 日（火）
　紀美野町総合福祉センター　10 時～ 12 時 30 分
　野上厚生総合病院　　　　　14 時～ 16 時 30 分

■５月の講座内容
・高齢期の食生活
・誤嚥性肺炎予防
・転倒・骨折予防
・調理実習

（食生活改善推進員さんが丁寧にアド
バイスします）
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海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

５月 8 日（月）
５月22日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（ 腸 内 細 菌 検 査 ）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受
け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精
神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

５月 10 日（水）・24 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行
います。（予約制）

５月 8 日（月）
５月22日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

最近物忘れが増えてきた・・・物忘れはないが、予防に役立てたら・・とお考えの皆さん、
脳の健康度を調べる検査（ファイブ・コグ）を受けてみませんか？

■場　　　所　総合福祉センター２階会議室
■日　　　時　①５月24日（水）　10時～ 11時
　　　　　　　②５月31日（水）　10時～ 11時30分
■内　　　容　①アンケート記入とファイブ・コグ検査
　　　　　　　②検査結果説明と認知症についての講話
■申 込 締 切　５月19日（金）
■用意する物　　必要な方は眼鏡
■問い合わせ・申し込み
　保健福祉課　℡.０７３‐４８９‐９９６０

ファイブ・コグ検査とは　
★認知症になると低下しがちな脳の５つの機能（記

憶、注意分割、計画力など）を調べる検査です。
※認知症を診断する検査ではありません。

★スクリーンに映し出された課題を指定の用紙に各
自記入していきます。

　課題は６問で検査時間は約45分です。
★結果は性別・年齢等考慮し、65 ～ 85歳未満の

統計を元に割り出します。
★自分の得意なところや苦手なところがわかり、予

防に役立てることができます。

脳の健康度検査のお知らせ

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ９９６０

《風しんワクチン接種緊急助成事業》
　妊婦、特に妊娠初期の女性が風しんにかかると、生まれ
てくる赤ちゃんが「先天性風しん症候群」（難聴や心疾患、
白内障や緑内障など）の障害が現れることがあります。妊
婦の感染を予防するため、下記に該当する方に風しんワク
チン接種料を助成します。

■対象者
①妊娠を予定している女性（19歳以上50歳未満）
※妊娠中は受けられません
　「19歳以上」については、平成29年度中に19歳とな

れば対象。
　「50歳未満」については、平成29年４月１日時点で50

歳未満であれば、接種時に50歳であっても対象。　
②妊婦の夫

《成人用肺炎球菌ワクチン予防接種》
　対象年齢（下記対象者①）の方には４月初め、個人通知
でご案内しています。
　必ず案内書をご確認の上、接種して下さい。

■対象者
①平成29年度中に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、

90歳、95歳、100歳になる方。（平成30年度までの
間は、各年度で65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、
90歳、95歳、100歳となる方に対して順次ご案内す
る予定となっています。）

②60歳以上65歳未満の方であって、心臓、腎臓もしくは
呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機
能に障害を有する方

各種予防接種について
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お
知
ら
せ
・
募
集

現
在
、メ
ジ
ロ
は
原
則
捕
獲
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

既
に
飼
養
登
録
さ
れ
て
い
る
メ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は
引
き

続
き
飼
養
で
き
ま
す
。

な
お
、
野
外
で
野
鳥
を
観
察
で
き
な
い
高
齢
者
な
ど

は
捕
獲
が
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
捕
獲
許
可
】
振
興
局
衛
生
環
境
課
、

　
　
　
　
　

串
本
支
所
保
険
環
境
課

【
飼
養
登
録
】
紀
美
野
町
役
場　

産
業
課

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

　

℡.

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

　

県
庁
自
然
環
境
室　

　

℡.

０
７
３
‐
４
４
１
‐
２
７
７
９

　

工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義

務
が
あ
る
重
要
な
統
計
で
す
。
調
査
結
果
は
中
小
企
業

施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活
用
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
時
点
は
平
成
29
年
６
月
１
日
で
す
。

　

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
調
査
員
が
訪
問
し

ま
す
の
で
、
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
管
財
課

　

℡.

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
原
則
禁
止
で
す
‼

子
育
て
支
援
の

　

拡
充
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
（
保
育
所
・
こ
ど
も
園
入
所
関
係
）

紀
美
野
町
で
は
子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
、
４
月
１
日
か
ら
保
育
所
・
こ
ど
も
園

で
の
園
児
の
受
入
れ
を
次
の
と
お
り
拡
充

い
た
し
ま
し
た
。

改
正
点

１
、
母
親
の
出
産
後
の
保
育
所
利
用
期
間

・
現
行
（
国
基
準
）　

出
産
予
定
日
の
６

週
間
前
か
ら
出
産
後
の
８
週
間
後
ま
で

の
期
間

・
改
正
後　

出
産
予
定
日
の
６
週
前
か
ら

保
護
者
の
方
の
希
望
に
よ
り
出
産
後
最

大
１
年
間
ま
で
の
期
間

　
（
原
則
、
保
育
短
時
間
認
定
で
す
が
、

産
後
６
か
月
の
間
は
保
育
標
準
時
間
も

可
能
と
し
ま
す
）

２
、
入
所
受
入
年
齢

・
現
行　

入
所
日
に
お
い
て
満
１
歳
１
ヵ

月
以
上
で
あ
る
こ
と

・
改
正
後　

入
所
日
に
お
い
て
原
則
１
歳

以
上
で
あ
る
こ
と

　
（
慣
ら
し
保
育
が
必
要
な
場
合
は
誕
生

日
の
10
日
前
よ
り
利
用
可
能
と
し
ま

す
）

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡.

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

後期高齢者医療の健康診査・歯科健康診査のご案内
対象の方には、５月下旬に受診券を直接お送りします。（受診券発行の申込みをする必要はありません。）
【健康診査】　生活習慣病の早期発見のため、健康診査を受けましょう。
　■検査項目　【基本項目】
　　　　　　　　問診、計測（身長、体重、BMI）、血圧測定、診察、血液検査（脂質、肝機能、代謝）、検尿
　　　　　　　【医師が必要と判断した方への追加項目】
　　　　　　　　貧血検査、心電図検査、眼底検査
　■実施期間　　平成29年６月１日～平成30年２月28日
　■自己負担　　無料
　■持 ち 物　　保険証、受診券、受診票（問診票）
　■実施場所　　受診券に同封する一覧表に記載された医療機関
　　○すでに同様の検査を受けている場合は、受ける必要はありません。
　　○生活習慣病の治療などで定期的に医療機関を受診している方は、主治医に相談してください。
【歯科診査】
　◇対 象 者　　平成28年度中に75歳、80歳、85歳、90歳以上の誕生日を迎えた方
　◇実施期間　　平成29年６月１日～平成30年２月28日
　◇自己負担　　無料
　◇持 ち 物　　保険証、受診券、受診票（問診票）
　◇健診項目　　問診、口腔診断（歯の状態・歯周組織の状況・口腔衛生状況・噛み合わせ・口腔乾燥・粘膜の異常）、
　　　　　　　　口腔機能検査（噛む能力・舌機能・嚥下（飲み込み）機能）
　◇実施場所　　受診券に同封する一覧表に記載された医療機関
■問い合わせ　和歌山県後期高齢者医療広域連合　℡.０７３‐４２８‐６６８８

後期高齢者医療制度にご加入のみなさまへ

工業統計
キャラクター・

コウちゃん
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第２次紀美野町男女共同参画基本計画
～手と手をつなぎ共に支え合う美しい町きみの～

紀
美
野
町
で
は
き
み
の
こ
ど
も
園
や
神
野

保
育
所
で
の
突
発
的
な
臨
時
保
育
士
の
確
保

を
適
正
に
行
う
た
め
保
育
士
の
登
録
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
臨
時
保
育
士
と
し
て

雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

登
録
要
件
と
方
法

１
．
登
録
資
格

　
　

保
育
士
証
の
所
持
者
（
県
の
保
育
士
登

録
が
さ
れ
て
い
る
方
）

２
．
受
付
期
間

　
　

５
月
10
日
（
水
）
～
６
月
30
日
（
金
）

３
．
申
込
方
法

　
　

履
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し
を
持
参
も

し
く
は
郵
送
に
よ
り
保
健
福
祉
課
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

臨
時
保
育
士
採
用
時
の
勤
務
要
件

１
．
勤
務
地

　
　

き
み
の
こ
ど
も
園
ま
た
は
神
野
保
育
所

２
．
賃　

金

　
　

日
額
８
，３
０
０
円
、
時
給
１
，０
８
０

円
（
昇
給
・
賞
与
・
退
職
金
及
び
通
勤

手
当
な
し
）

３
．
勤
務
時
間

　
　

保
育
時
間
の
う
ち
必
要
な
時
間（
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡.

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

　

〒
６
４
０
‐
１
１
２
１

　

紀
美
野
町
下
佐
々
１
４
０
８
番
地
４

農
薬
使
用
者
は
、
農
薬
取
締
法
に
よ
り
次

の
4
つ
の
安
全
を
確
保
す
る
責
務
が
課
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

１　

使
用
す
る
人
の
安
全

２　

農
作
物
に
対
す
る
安
全

３　

農
産
物
に
対
す
る
安
全

４　

環
境
に
対
す
る
安
全

農
薬
使
用
者
は
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
、
防
除
計
画
の
策
定
や
適
期
防
除
、
農
薬

ラ
ベ
ル
表
示
事
項
の
遵
守
、
周
辺
食
用
農
作

物
生
産
者
と
の
連
携
・
農
薬
飛
散
低
減
等
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
農
薬
は
、
登
録
に
際
し
て
毒
性
評

価
を
行
い
、
人
畜
な
ど
へ
の
害
が
な
い
範
囲

を
作
物
残
留
な
ど
の
基
準
と
し
て
定
め
、
こ

の
基
準
を
超
え
な
い
よ
う
に

①
そ
の
農
薬
に
適
用
が
な
い
作
物
へ
は
使
用

し
な
い
こ
と

②
定
め
ら
れ
た
使
用
量
又
は
濃
度
を
超
え
て

使
用
し
な
い
こ
と

③
定
め
ら
れ
た
使
用
時
期
を
守
る
こ
と

④
定
め
ら
れ
た
総
使
用
回
数
以
内
で
使
用
す

る
こ
と

等
、
使
用
方
法
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
使
用
方
法
を
適
切
に
守
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
安
全
が
担
保
さ
れ
ま
す
か
ら
農
薬
取
締

法
で
は
、
農
薬
の
使
用
基
準
の
厳
守
は
義
務

化
さ
れ
、
違
反
し
た
場
合
は
罰
則
が
科
せ
ら

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

産
業
課

　

℡.

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
１

保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
の

登
録
者
募
集
に
つ
い
て

『
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
わ
か
や
ま
』か
ら

募
集
の
お
知
ら
せ

農
薬
の
安
全
・
適
正
な
使
用
に
つ
い
て

介
護
保
険
事
業
計
画

（
き
み
の
長
寿
プ
ラ
ン
２
０
１
８
）

策
定
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

紀
美
野
町
で
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
３
年

間
の
介
護
保
険
事
業
の
基
盤
と
な
る
「
介
護

保
険
事
業
計
画
」
を
見
直
す
た
め
の
策
定
委

員
会
を
設
置
し
ま
す
。

ま
た
「
障
害
福
祉
計
画
」
及
び
「
き
み
の

い
き
い
き
行
動
計
画
」
の
見
直
し
も
併
せ
て

行
い
ま
す
。

委
員
会
は
、
主
に
学
識
経
験
者
、
保
健
・

福
祉
・
医
療
関
係
者
等
か
ら
構
成
さ
れ
、
全

５
回
の
開
催
予
定
と
し
て
い
ま
す
が
、
町
民

の
方
々
か
ら
も
広
く
ご
意
見
を
お
聞
き
し
た

い
と
考
え
、
次
の
要
領
で
事
業
計
画
策
定
委

員
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
応
募
資
格　

町
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
方

で
保
健
・
福
祉
・
医
療
に
関
心
の
あ
る
方

■
募
集
人
数　

２
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
、

介
護
に
関
す
る
作
文
を
提
出
し
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

■
応
募
方
法　

電
話
で
、
平
成
29
年
５
月
12

日
（
金
）
ま
で
に
、
左
記
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

保
健
福
祉
課　

　

℡.

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

果
樹
共
済
は
、
掛
金
の
半
分
を
国
が
負
担

し
、
農
家
の
皆
さ
ま
が
自
然
災
害
な
ど
で
受

け
た
損
害
を
補
て
ん
す
る
公
的
保
険
制
度
で

す
。
詳
し
く
は
、『
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
わ
か
や
ま
』

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
受
付　

６
月
30
日
ま
で

基本目標
Ⅰ　男女共同参画をめざす人づくり
Ⅱ　あらゆる分野への男女共同参画環境づくり
Ⅲ　男女相互の協力による豊かな暮らしづくり
Ⅳ　人権尊重の社会づくり

女だから、男だからではなく、それぞれの
個性や能力に応じた生き方ができるよう、
男女共同参画について理解を深めましょう。

町ホームペー
ジに、

掲載していま
す！

策定
しました

性別に関係なく、男性も女性も社会を構成する対等な
一員として互いに認め合い、仕事、家庭、地域など
あらゆる分野において参画する機会を平等に持ち、

喜びも責任も分かち合う社会です。

男女共同参画社会とは？

■
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
わ
か
や
ま

　
　

中
部
支
所

　
　

℡.

０
７
３
７
‐
６
３
‐
５
１
２
１

　

海
草
出
張
所

　
　

℡.

０
７
３
‐
４
８
２
‐
２
２
０
５

■問い合わせ　総務課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９１２
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パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会「
春
」　
参
加
者
募
集
！

■
そ
の
他

　
東
西
南
北
コ
ー
ス
（
36
ホ
ー
ル

プ
レ
ー
）・
荒
天
延
期
（
態
度

決
定
６
時
）

※
申
し
込
み
期
間
中
の
キ
ャ
ン
セ

ル
に
つ
い
て
は
返
金
し
ま
す
。

申
し
込
み
期
間
外
及
び
予
備
日

へ
の
変
更
で
の
返
金
は
致
し
ま

せ
ん
。

※
予
備
日
は
５
月
22
日
（
月
）
で

す
。

天
文
台
イ
ベ
ン
ト

（
連
休
特
別
企
画
）

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

１
９
４
３
（
い
く
よ
さ
ん
）
と
遊
ぼ
う

17
春
の
囲
碁
・
将
棋

大
会
の
ご
案
内

■
日
時
　
５
月
21
日
（
日
）

　
９
時
開
会
式

■
場
所
　
ふ
れ
あ
い
公
園

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　（
南
北
コ
ー
ス
集
合
）

■
参
加
資
格
　
中
学
生
以
上

■
参
加
費
　
１
，５
０
０
円

■
申
し
込
み
　
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入（
任
意
様
式
）

の
上
、
５
月
12
日
（
金
）
ま
で

に
参
加
費
を
添
え
て
中
央
公
民

館
ま
た
は
文
化
セ
ン
タ
ー
へ

■
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館

★
観
望
会
を
毎
日
実
施

　
大
型
連
休
期
間
中
（
４
月
27
日

～
５
月
７
日
）、
天
文
台
は
休

館
日
無
し
で
毎
日
観
望
会
を
実

施
し
ま
す
。
た
だ
し
、
実
施
回

数
は
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
等
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

★
連
休
特
別
企
画

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
３
Ｄ
の
投

影
回
数
増
加

■
日
時
　
５
月
３
日
（
水
）
～

　
５
月
７
日
（
日
）
の
土
日
祝
日
、

全
５
日
間

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　
　
　
14
時
～
、
16
時
～

　
立
体
（
3D
─
Ｍ
ｉ
ｔ
ａ
ｋ
ａ
）

　
　
　
15
時
～
、
17
時
～

■
場
所
　
み
さ
と
天
文
台

■
参
加
　
事
前
申
込
不
要
、
無
料

■
概
要
　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
３

Ｄ
（
立
体
映
像
）
の
投
影
回
数

を
増
や
し
て
皆
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
に

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
！
」

■
日
時
　
５
月
13
日
（
土
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
調
理
実
習
室

■
講
師
　
小
坂
育
代
さ
ん

　（
ス
イ
ー
ツ
工
房
１
９
４
３
）

■
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い

と
う
・
上
ぐ
つ
・
筆
記
用
具

■
参
加
費
　
５
０
０
円

■
対
象
　

　
小
学
１
年
生
～
６
年
生

　（
１
・
２
年
生
は
で
き
る
だ
け
保

護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
お
願

い
し
ま
す
。）

※
先
着
24
名
ま
で

■
申
し
込
み
　
５
月
８
日
（
月
）

　
ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　（
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

■
日
時
　
５
月
28
日
（
日
）

　
９
時
30
分
集
合
（
時
間
厳
守
）

■
場
所
　
中
央
公
民
館
和
室

■
参
加
者
　
ど
な
た
で
も

　
　
　
　
　（
プ
ロ
を
除
く
）

■
参
加
費
　

　
囲
碁
の
部
　
１
，５
０
０
円

　
将
棋
の
部
　
１
，０
０
０
円

※
昼
食
費
含
む
（
当
日
徴
収
）

■
賞
　
優
勝
・
準
優
勝
・
３
位
・

飛
び
賞
及
び
参
加
賞

■
申
し
込
み.

５
月
25
日
（
木
）

ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他
　
申
し
込
み
多
数
の
場

合
、
分
か
れ
て
競
技
し
ま
す
。

■
主
催
　
紀
美
野
町
文
化
協
会

　
　
　
　
囲
碁
部
・
将
棋
部

2819

31

水
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

10
日　

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
作
り

　

17
日　

お
は
な
し
会

　

24
日　
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
挑
戦

　

31
日　

し
ゅ
り
け
ん
あ
そ
び

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

10
日　

お
は
な
し
会

　

17
日　

み
ん
な
で
う
た
お
う

　

24
日　
紙
ひ
こ
う
き
を
と
ば
そ
う

　

31
日　

フ
ラ
フ
ー
プ
を
し
よ
う

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

図
書
館
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

徳
田
有
梨
衣
（
下
小
２
年
）

【
３
０
０
冊
】

　

吉
田
実
愛（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
我
ら
が
パ
ラ
ダ
イ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　

林
真
理
子　

著

「
風
の
か
た
み
」

　
　
　
　
　
　
　
　

葉
室
麟　

著

「
騎
士
団
長
殺
し
」

　
　
　
　
　
　
　

村
上
春
樹　

著

「
う
ん
ど
う
か
い
が
な
ん
だ
！
」

　
　
　
　
　
　

大
木
あ
き
こ　

作

「
く
ま
モ
ン
と
ブ
ル
ー
ビ
ー
の
大

冒
険
」　
　

ハ
ヤ
マ
テ
イ
ジ　

絵

「
ハ
ブ
ラ
シ
く
ん
」

　
　
　

岡
田
よ
し
た
か　

作
・
絵

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
ホ
ー
ム
ズ
四
世
」

　
　
　
　
　
　
　

新
堂
冬
樹　

著

「
浮
遊
霊
ブ
ラ
ジ
ル
」

　
　
　
　
　
　

津
村
記
久
子　

著

「
フ
ラ
イ
パ
ン
ひ
と
つ
で
魚
料
理
」

　
　
　
　
　
　
　

是
友
麻
希　

著

「
頭
痛
を
ス
ッ
キ
リ
治
す
本
」

　
　
　
　
　
　
　
　

寺
本
純　

著

「
ふ
し
ぎ
な
カ
サ
や
さ
ん
」

　
　
　
　

み
や
に
し
た
つ
や　

作

「
あ
か
ず
き
ん
た
ろ
う
」

　
　
　
　
　

き
よ
た
け
い
こ　

作

「
ね
こ
ま
つ
り
の
し
ょ
う
た
い

じ
ょ
う
」　
　

い
と
う
み
く　

作

「
透
明
犬
メ
イ
」　　

辻
貴
司　

作

　
　
（
中
央
公
民
館
図
書
室
）

手
軽
に
楽
し
め
る
日
帰
り

家
族
旅
行
・
人
気
の
お
す
す

め
海
外
旅
行
な
ど
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
す
る
い
や
し
の
旅

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

き
っ
と
行
き
た
い
場
所
が
見

つ
か
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
４
月
号

11
頁
の
図
書
館
だ
よ
り
～
た

く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
に
お
い

て
、
中
原
大
志
君
の
学
校
名

が
「
野
中
２
年
」
と
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、「
智
辯
中
２

年
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正

し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。

「
い
や
し
の
旅
に
出
よ
う
！

コ
ー
ナ
ー
設
置
」

訂
正
と
お
詫
び

ふれあいサロン展示
（中央公民館2階）

ただいま「紀美野写真クラブ」の
皆さんの作品を展示しています。
皆様素晴らしい作品をぜひ一度

見に来てください。
（７月初旬まで）

『
楮ち
ょ
皮ひ
の
杜も
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

紀
美
野
ク
ラ
フ
ト
ヴ
ァ
レ
ー
の
会
』

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
の
ご
案
内

二に

胡こ

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

＆　

二
胡
と
一
緒
に
歌
お
う
！

■
日
時　

５
月
17
日
（
水
）

　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

■
場
所

　

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来
塾

■
参
加
費

　

８
０
０
円
（
材
料
費
）

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

紙
で
篭か

ご

編あ
み

と
一い

っ

閑か
ん

張
り
・
行あ

ん

灯ど
ん

作
り

■
問
い
合
わ
せ

　

創そ
う

馬ま

灯と
う

・
倉
島

　
（
℡
０
９
０
‐
４
９
０
１
‐
９
６
８
４
）

紀
美
野
町
に
は
久
し
ぶ
り
の
来

演
と
な
る
、
中
国
楽
器
・
二
胡
の

演
奏
グ
ル
ー
プ
「
二
胡
来
堂
」
さ

ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
と
、
今
回

は
一
緒
に
歌
え
る
歌
謡
曲
な
ど
も

演
奏
し
て
く
れ
ま
す
。
演
奏
の
後

は
短
い
お
話
で
す
が
読
み
聞
か
せ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
四
千
年
の
歴
史

と
読
み
聞
か
せ
が
心
に
響
く
１
日

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
29
日
（
月
）

　

13
時
30
分
～
14
時
30
分

■
場
所　

本
郷
集
会
所

■
内
容

　

①
二
胡
コ
ン
サ
ー
ト

②
み
ん
な
で
歌
お
う

③
読
み
聞
か
せ
（
予
定
）

※
無
料
・
ど
な
た
で
も
参
加
可

■
日
時

　

５
月
13
日（
土
）、
14
日（
日
）

　

19
時
30
分
～
21
時
ま
で
受
付

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
申
し
込
み　

不
要
、参
加
無
料
、

　

カ
フ
ェ
は
有
料

■
持
ち
物　

カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電

話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
等

■
カ
フ
ェ
協
力
店
舗

　

喫
茶
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ

　

Ｔ
ｈ
ｅ.
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ

■
概
要　

ご
自
身
の
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
等
を
使
っ
て
、
見
頃
と

な
っ
て
い
る
木
星
を
撮
影
す
る

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
に
あ
わ

せ
て
、
天
文
台
カ
フ
ェ
が
出
店

す
る
予
定
で
す
。
待
ち
時
間
は

コ
ー
ヒ
ー
で
ほ
っ
こ
り
し
ま

し
ょ
う
。
な
お
、５
月
14
日
は
、

大
赤
斑
が
地
球
か
ら
見
え
て
い

る
時
間
帯
に
撮
影
で
き
ま
す
。

■
備
考　

く
も
り
・
雨
の
場
合
は
、

カ
フ
ェ
は
出
店
せ
ず
、
木
星
の

紹
介
と
望
遠
鏡
を
使
っ
た
撮
影

法
、
画
像
処
理
な
ど
に
つ
い
て

お
話
し
す
る
予
定
で
す
。

■
注
意　

当
日
は
通
常
の
観
望
会

は
お
休
み
で
す
。
ま
た
木
星
を

確
実
に
撮
影
で
き
る
と
保
証
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

お
、
レ
ン
ズ
交
換
式
カ
メ
ラ
は

対
象
外
で
す
。
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

５
月
の
天
文
教
室

「
誰
で
も
簡
単
！
大
型
望
遠
鏡
で

木
星
を
撮
ろ
う
‼
＋
天
文
台
カ
フ
ェ
」
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
二
十
九

い
か
だ
流
し
（
後
半
）

上
は
小
川
、
美
里
町
の
神
野
市

場
、
鎌
滝
、
赤
木
、
国
吉
な
ど
の
い

か
だ
乗
り
が
、
国
吉
で
作
っ
た
十
五

た
け
の
い
か
だ
に
乗
っ
て
く
る
と
き

は
、
朝
早
よ
起
き
て
、
国
吉
ま
で
歩

い
て
、
小
畑
の
下
か
中
野
上
の
新
橋

ま
で
乗
っ
て
く
る
ん
や
。

三
人
組
で
、
前
の
方
へ
乗
る
人
が

い
ち
ば
ん
上
手
で
、
後
ろ
に
乗
る
人

は
、
あ
っ
ち
や
こ
っ
ち
や
岩
に
ぶ
ち

当
ら
ん
よ
う
に
、
あ
そ
こ
を
通
る
と

き
は
こ
の
へ
ん
か
ら
岩
を
す
っ
て
い

く
ん
や
と
か
、
い
ろ
い
ろ
考
え
や
ん

な
ん
し
、
技
術
も
い
る
も
ん
や
。
中

に
乗
る
人
は
、
前
と
後
ろ
の
人
に
合

わ
せ
て
あ
や
つ
る
ん
よ
。

こ
ん
な
に
し
て
、
中
野
上
の
新
橋

あ
た
り
ま
で
下
っ
て
い
か
だ
を
お
い

て
、
あ
し
た
ま
た
国
吉
ま
で
歩
い
て

い
っ
て
、
い
か
だ
に
乗
っ
て
く
る
ん

や
し
て
。

六
人
あ
っ
た
ら
、
二
け
た
乗
っ
て

き
て
あ
る
さ
け
、
貴
志
の
諸も

ろ

井い

い
せ

き
を
下
っ
た
丸ま

る

栖す

あ
た
り
に
止
め
と

い
て
や
ど
屋
に
と
ま
り
、
あ
く
る
日
、

本
床
ち
ゅ
う
て
、
い
か
だ
を
二
ま
い

合
わ
せ
た
、
は
ば
の
広
い
い
か
だ
に

し
て
和
歌
山
へ
運
ぶ
ん
や
。

『
足
の
う
ら
へ
、
ざ
い
木
を
ど
ん

だ
け
着
け
て
い
く
か
』
と
か
『
牛
車

で
引
い
た
ら
、
た
っ
た
一
ま
い
ほ
ど

も
よ
う
引
か
ん
が
、
そ
れ
を
十
五
ま

い
も
足
の
う
ら
で
引
っ
ぱ
っ
て
い

く
ん
や
』
と
か
、
い
か
だ
乗
り
は
自

ま
ん
し
た
も
ん
や
。

い
か
だ
乗
り
は
、
寒
い
中
で
す
る

ん
で
、
和
歌
山
へ
行
っ
て
「
た
っ
つ

け
ば
っ
ち
」
を.

買
う
て
き
て
は
い

て
て
も
、
す
ね
こ
か
ら
下
は
べ
っ
た

や
。
か
な
り
寒
い
仕
事
や
け
ど
、

『
こ
ん
な
え
え
仕
事
は
な
い
な

あ
。』

『
こ
ん
な
え
え
こ
と
し
て
金
く
れ

る
ん
や
な
あ
。』
と
、
話
も
て
下
っ

た
も
ん
や
。

陸
で
は
た
ら

い
た
ら
一
円
ぐ

ら
い
の
日
当
が
、

い
か
だ
に
乗
る

と
一
円
五
十
せ

ん
も
く
れ
て
な

あ
。
金
も
う
け

よ
か
っ
た
ん
や
。

そ
ら
、
時
に

は
あ
っ
ち
の
瀬
、

こ
っ
ち
の
瀬
に

ひ
っ
か
か
っ
て
、
寒
い
川
の
中
へ

入
っ
て
な
ん
ぎ
も
し
た
け
ど
な
あ
。

和
歌
山
の
南
海
の
鉄
橋
の
下
ま

で
運
ん
だ
ら
、
ざ
い
木
屋
さ
ん
が
、

し
る
し
を
見
て
よ
り
分
け
て
、
問
屋

へ
運
ん
だ
ん
よ
。

（
昭
和
六
十
二
年
度　

昔
話
と
か

み
し
ば
い
の
会
）
よ
り

４
月
９
日
（
日
）
中
央
公
民
館

に
て
、
き
み
の
児
童
合
唱
団
定
期

演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

団
員
数
が
少
な
い
中
で
も
、
み

ん
な
一
生
懸
命
練
習
し
た
成
果
が

発
揮
さ
れ
、
ま
た
「
海
南
児
童
合

唱
団
」
や
「
リ
リ
ア
ン
コ
ー
ル
き

み
の
」
の
皆
さ
ん
に
も
出
演
し
て

い
た
だ
き
、
心
あ
た
た
ま
る
素
敵

な
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

毎
週
土
曜
日
、
中
央
公
民
館
で

楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
み
ん

な
で
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？

４
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。作

品
展
示
と
各
サ
ー
ク
ル
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
、
お
茶
席
、
芸
能
発

表
会
と
内
容
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オリオンクラブは、９人制ママさんバ
レーのチームです。
もちろん試合は、ママさんしか出場で
きませんが、練習は、老若男女、学生や
未婚者など、いろんな人が参加し、笑い
あり、笑い泣きありで（笑）、楽しく運動
しています。
練習は、毎週土曜日20時頃から、紀美
野町スポーツ公園体育館です。
経験者、大歓迎‼そうでない方も大丈
夫です！
そろそろ体を動かしたいと思っている
そこのママ
さん！ぜひ
一度、見に
来てくださ
い‼

─ わが町サークル ─
『オリオンクラブ』

両
日
と
も
た
く
さ
ん
の
方
々
が

来
館
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
部
門
も
日
頃
の
練
習
の
成

果
が
出
さ
れ
て
お
り
、
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

第
11
回
き
み
の
児
童
合
唱
団

定
期
演
奏
会

第
12
回
紀
美
野
町

文
化
協
会
展
開
催
さ
れ
る
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「
十
九
の
春
」
歌
え
ば
昭
和
を
さ
ま
よ
え
り

　
　
　
　
　
十
九
の
君
と
十
九
の
わ
れ
と
　
　
　
　
松
本
　
　
久
子

春
の
雪
庭
に
畑
に
つ
も
れ
ど
も

　
　
　
　
　
鉢
の
ア
ネ
モ
ネ
蕾
色
づ
く
　
　
　
　
　
森
脇
　
伊
佐
子

畑
を
打
ち
じ
ゃ
が
い
も
を
植
え
友
を
訪と
う

　
　
　
　
　
八や
そ十
路じ
す
ぎ
て
も
動
け
る
わ
れ
は
　
　
前
田
　
喜
美
代

石いし
段きだ
を
明
け
初
め
に
踏
み
氏うじ
神がみ
に

　
　
　
　
　
柏かし
わ
で手
打
て
ば
薄うす
日び
差
し
く
る
　
　
　
　
竹
本
　
セ
ツ
子

釣
り
船
が
数
多
浮
か
び
て
今
旬
の

　
　
　
　
　
鯛
を
釣
る
ら
し
加
太
の
海うな
潮じお
　
　
　
　
段
木
　
　
幸
代

野
良
猫
に
ゃ
ん
足
元
に
寄
れ
ど
触
れ
さ
せ
ぬ

　
　
　
　
　
タ
ン
ポ
ポ
一
輪
ゆ
れ
て
も
う
春
　
　
　
山
本
　
　
綾
子

雪
の
厚
み
ま
あ
る
く
保
ち
て
椎
茸
は

　
　
　
　
　
一
夜
の
雪
を
被
か
つ
ぎ
て
白
し
　
　
　
　
　
　
吉
村
　
　
紀
子

す
ば
ら
し
き
名
医
に
救
わ
れ
あ
り
が
た
や

　
　
　
　
　
老
い
の
余
生
に
光
さ
し
込
む
　
　
　
　
滝
垣
内
嘉
代
子

ひ
な
祭
り
桃
の
つ
ぼ
み
の
ふ
く
ら
み
に

　
　
　
　
　
花
開
く
日
を
楽
し
み
に
待
つ
　
　
　
　
横
出
　
　
圭
子

寺
裏
に
一
面
咲
き
し
し
だ
れ
桜

　
　
　
　
　
弥
生
の
風
に
か
す
か
に
揺
る
る
　
　
　
奥
　
　
ふ
み
代

七なな
十そ
路じ
の
足
の
弱
り
が
気
に
な
り
て

　
　
　
　
　
夜
に
散
歩
す
近
所
に
内
緒
　
　
　
　
　
橋
本
　
　
吉
信

白
梅
も
真
白
に
咲
き
て
香
り
立
ち

　
　
　
　
　
早
く
来
い
よ
と
う
ぐ
い
す
を
待
つ
　
　
森
下
　
　
玉
子

古
き
種
捨
つ
る
つ
も
り
で
蒔
い
て
を
り
　
　
　
　
　
岩
間
　
　
文
鳥

自
転
車
の
湧
き
出
す
道
や
春
休
み
　
　
　
　
　
　
　
湯
上
　
ひ
と
み

山
盛
り
の
が
ら
く
た
捨
つ
る
春
休
み
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
貴
子

朧おぼ
ろ

夜よ
の
遅
れ
し
時
計
時
を
告
ぐ
　
　
　
　
　
　
　

馬
谷
　
富
貴
子

公
園
の
小
雨
の
中
を
し
や
ぼ
ん
玉
　
　
　
　
　
　
　
手
拝
　
な
を
み

花
ミ
モ
ザ
上
が
る
と
も
な
き
雨
に
ぬ
れ
　
　
　
　
　
田
代
　
　
哲
郎

値
札
付
く
小
犬
寄
り
き
て
春はる
愁うれ
い　

　
　
　
　
　
　
　
今
野
　
　
昭
子

遠
足
の
待
ち
遠
し
く
て
す
ぐ
に
過
ぎ
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
惇
子

お
遍
路
に
事
の
次
第
を
尋
ね
ば
や
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
　
浩
平

一
つ
知
り
一
つ
忘
れ
て
春
の
暮
　
　
　
　
　
　
　
　
口
井
　
ト
シ
子

小
流
れ
に
少
し
寄
り
道
花はな
筏いか
だ　

　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
　
　
和
代

歌
　
の
　
小
　
道

隠れた桜の名所として知られている、みさと天文台。
和歌山地方気象台の開花宣言（４月７日）を追いかけて、
約１週間後に満開を迎えました。
昨年末に協力事業者を募集したところ、新たな事業
者が新しいアイデアを持って声をかけてくださいまし
た。天文台初の企画「夜桜・月・星が見えるカフェ」は、
天文台の桜が五分咲きの日（４月９日）に行いました。
当日は夕方まで雲が広がり、月や星が見えるかなぁ
と心配でしたが、イベントが始まるころには雲が切れ、
満月直前の月やこれから見ごろとなる木星も姿を見せ、
ライトアップされた夜桜との美の競演となりました。
お越しになったお客様は、夜桜・月・星とカフェの
全てを堪能して帰られました。月の見える晩に出店し
たのはその名も「ルナ・カフェ」です。天文台ではま
だまだ、いろんな事業者やアイデアを募集しています。
お気軽にお声をかけてください。

４月11日（火）平成29年度入学式が挙行され、新入
児29名が新しい仲間となりました。家族とともに登校
する様子は、緊張した面持ちと、反面、うれしさも伺
えました。６年生に靴箱や教室の場所を教えてもらい
教室へ。そして、入学式。となりのトトロのテーマ曲
に乗って、元気よく入場。そして、呼名。「はいっ！」
という元気な声が体育館に響きます。祝辞での「おめ
でとうございます。」の言葉に対して、「ありがとうご
ざいます。」と返答できる素晴らしい新入児です。上級
生たちも頑張ります。３学期から練習していた２年生
のお迎えの言葉と「子犬のマーチ」の演奏で歓迎ムー
ドは上昇。上級生の全校合唱「世界がひとつになるまで」
は、新入生たちを温かく迎えようとする思いをのせた
プレゼント。会場は和やかな雰囲気が漂っていました。
野上小学校の児童として、楽しい充実した学校生活
を送ってほしいと願っています。

天文台だより
『新年度、新しい仲間と新しい試み』

　矢動丸　泰（天文台長）

学校だより
『ようこそ、野上小学校へ。新入児歓迎 !!』

　紀美野町立野上小学校

カフェの前で「ピース」の子ども達 （撮影 : ４月９日）
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く
、
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
死
者
の
発
生
状
況
を
時
間
帯
別
に
み

る
と
、
火
災
件
数
は
起
き
て
い
る
時
間
帯
が
多

い
一
方
で
、
火
災
死
者
数
は
就
寝
時
間
帯
の
方

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
就
寝
時
間
帯
が
、
昼
間
に
比
べ
て

人
命
の
観
点
で
危
険
性
が
高
い
と
言
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
必
要
最
小
限
で
効
果
の
高
い
と

考
え
ら
れ
る
場
所
と
し
て
、
寝
室
に
設
置
す
る

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
寝
室
が
２
階
に
あ
る
場
合
な
ど
で

は
、
階
段
室
に
も
設
置
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
階
段
室
が
火
災
に
よ
る
煙
の

集
ま
り
や
す
い
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
２
階

な
ど
で
就
寝
し
て
い
る
方
等
に
と
っ
て
は
、
ほ

と
ん
ど
の
場
合
唯
一
の
避
難
経
路
と
な
る
か
ら

で
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に
』

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？ 

火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
、
目
で
煙
や
炎
を

み
た
り
、
鼻
で
焦
げ
臭
い
に
お
い
を
感
じ
た

り
、
耳
で
パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
を
聞
い
た
り
…

と
五
感
に
よ
っ
て
気
づ
く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
就
寝
中
や
仕
切
ら
れ

た
部
屋
で
物
事
に
集
中
し
て
い
る
時
な
ど
に

は
、
火
災
に
気
づ
く
の
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま

す
。そ

こ
で
、
家
庭
内
で
の
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
知
ら
せ
て
く
れ
る
の
が
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に
よ
り
発
生

す
る
煙
を
感
知
し
、
音
や
音
声
に
よ
り
警
報
を

発
し
て
火
災
の
発
生
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
機
器

で
す
。

通
常
は
、
感
知
部
と
警
報
部
が
一
つ
の
機
器

の
内
部
に
包
含
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
機
器
本

体
を
天
井
や
壁
に
設
置
す
る
だ
け
で
、
機
能
を

発
揮
し
ま
す
。

■
ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
基
本
的
に
は
寝
室

と
寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
上
部
（
１
階
の
階
段

は
除
く
）
に
設
置
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
住
宅
の
階
数
等
に
よ
っ
て
は
、
そ
の

他
の
箇
所
（
階
段
）
に
も
必
要
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

■
何
で
寝
室
に
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
の
？

近
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
の
発
生
状
況

を
経
過
別
に
見
る
と
、
逃
げ
遅
れ
が
最
も
多

■ 

お
手
入
れ
し
て
い
ま
す
か
？

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
子
部
品
の
寿
命

（
本
体
の
寿
命
は
概
ね
10
年
）
や
電
池
切
れ
な

ど
で
、
火
災
を
感
知
し
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も
危
険

で
す
。

ま
た
、
電
池
切
れ
警
報
や
誤

発
報
な
ど
に
よ
り
、
設
置
し
て

い
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
取

り
外
し
て
し
ま
う
な
ど
の
事
例

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
作
動
点
検
す
る
の

も
、
警
報
音
を
止
め
る
の
も
、
ボ
タ
ン
を
押
す

だ
け
で
す
。
定
期
的
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

が
鳴
る
か
ど
う
か
、
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

■
購
入
す
る
に
は
？

消
防
用
設
備
業
者
さ
ん
や
家
電
販
売
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
購
入
で
き
ま
す
。

■
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
は
十
分
注
意
し
て
く

だ
さ
い
！

消
火
器
と
同
様
に
悪
質
な
訪
問
販
売
や
点
検

を
す
る
者
が
出
没
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
防
火
訪
問
に
協
力
の
お
願
い

消
防
署
で
は
住
宅
防
火
対
策
の
向
上
を
図
る

べ
く
、
防
火
訪
問
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

消
防
署
員
が
各
戸
に
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

紀
美
野
町
消
防
本
部.

予
防
課

℡.

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
３

水
道
水
な
ど
の
き
れ
い
な
流
水
で
十
分
に
冷

や
し
ま
す
。
靴
下
な
ど
衣
類
を
着
て
い
る
場
合

は
、
衣
類
ご
と
冷
や
し
ま
す
。
広
い
範
囲
に
や

け
ど
を
し
た
場
合
は
、
や
け
ど
の
部
分
だ
け
で

な
く
体
全
体
が
冷
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
過
度
な
冷
却
は
避
け
ま
す
。

水
ぶ
く
れ
は
、
や
け
ど
の
き
ず
口
を
保
護

す
る
役
割
が
あ
る
の
で
破
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
す
。
ま
た
、
清
潔
な

ガ
ー
ゼ
な
ど
で
覆
っ
て

水
ぶ
く
れ
が
破
れ
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
く

だ
さ
い
。

3月の消防の動き
●火災発生数…1件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 36　 　 36　 　

一 般 負 傷 9　 　 9　 　

交 通 事 故 5　 　 5　 　

そ の 他 1　 　 1　 　

合 計 51（０） 0 51（０）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

尊
い
命
を
救
う
た
め
に
は
、
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
（
傷
病
者
の
そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
）
に

よ
る
応
急
手
当
が
極
め
て
重
要
で
す
。
も
し
も

の
時
の
為
に
、
あ
な
た
も
受
講
し
て
み
ま
せ
ん

か
？尚

、
現
在
修
了
証
を
お
持
ち
の
方
で
前
回
受

講
し
て
か
ら
今
年
中
に
2
年
を
迎
え
る
方
は
、

再
講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

■
講
習
内
容

　

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間　
　

９
時
～
12
時（
３
時
間
講
習
）

■
講
習
場
所　
　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無
料

■
申
し
込
み
期
限　
　

５
月
20
日
（
土
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み　
　

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡.

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

■
そ
の
他

・
受
講
者
数
に
よ
り
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
学
校
、
自
治
会
等
団
体
で
の
申
し
込
み
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

救
急
コ
ー
ナ
ー
『
熱
傷
（
や
け
ど
）』

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
６
月
４
日
（
日
）

患部を少しはずして
水をかけます



5月

５月、新緑の季節を迎えました。ゴールデンウィーク期
間中は、車等の交通量も増えるうえに疲れもたまりやすく
なります。安全運転を心がけて、事故のないように楽しく
お過ごしください。

編 集 後 記

平成 23年の東日本大震災では３分間も揺れが続きました。地震から自分や家族の命を守るためには、住宅の
耐震化や家具の固定はとても有効な手段です。当町では、耐震改修の促進のため、補助をおこなっています。　

①　木造は無料！！ (平成12年５月以前に着工された木造住宅に限ります)
②　非木造は費用の３分の２を補助！　※注意　上限89,000円です
　　（昭和56年５月以前に建築された非木造住宅に限ります）

耐震診断
募集12戸

募集若干数

補強設計・建替設計 募集若干数
費用の３分の２を補助！　※注意　上限132,000円です

（平成12年5月以前に建築された木造住宅に限ります）
（昭和56年5月以前に建築された非木造住宅に限ります）

耐震改修・建替工事 募集若干数

①　費用の3分の2 を補助！　※注意　上限1,011,000円です
　　（平成12年5月以前に建築された木造住宅に限ります）
②　費用の3分の2 +上乗せ補助！　※注意　上限1,161,000円です
　　（昭和56年5月以前に建築された木造住宅と非木造住宅に限ります）

■募集期間予定
　平成29年５月１日（月）～平成30年1月31日（金）
■事業完了期日
　平成30年２月28日（水）
■申込・問い合わせ
　総務課耐震係　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ５９１２

■和歌山県耐震改修サポート制度
　耐震基準を満たさない木造住宅に対して、県から耐震改修

の専門家を無料で派遣する事業をおこなっています。
■問い合わせ
　和歌山県建築住宅課 　℡ 073 ‐ 441 ‐ 3214

【木造住宅への補助金拡充のお知らせ】
去年まで　→　昭和56年５月以前に建築
今年から　→　平成12年５月以前に建築
　木造住宅耐震化のとき、平成12年５月よ
り前の建物であれば補助の対象となります‼

～住宅耐震化の流れ～

紀美野町では古くなった家の耐震改修等の補助をおこなっています！
住宅耐震化事業のご案内

2017.515

紀美野町の人口
総人口……	9,291人（−36）
　男　……	4,302人（−23）
　女　……	4,989人（−13）
世帯数……	4,371世帯（−4）

（平成29年3月末現在）　　

　紀美野町面積128.34km2

前月比

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

1 日（月） 11 時～ 犬・ねこの飼い方講習会【14 日 ( 日 )・28 日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489 − 6500

12 日 ( 金 )・22 日（月）移動町長室 美里支所 住民室 495 − 3471

総務課 489 − 5912

13 日 ( 土 ) 19 時 30 分～ 天文教室「木星を撮ろう！」【14 日（日）】 みさと天文台 みさと天文台 498 − 0305

25 日（木） 13 時～ 行政相談【～ 15 時】 中央公民館 総務課 489 − 5912

美里支所 住民室 495 − 3471



地　区 氏　名 電話番号 地　区 氏　名 電話番号
下佐々 山本　倉造 ４８９−３３２５ 福　田 東　　佳代 ４９５−２３０１
下佐々 田渕　晴民 ４８９−３０２４ 福　田・永　谷 北谷　　泱 ４９５−２１１５
下佐々 穂谷　喜美 ４８９−２４９６ 神野市場１・２ 井岡三恵子 ４９５−２０３６
下佐々 中前　晶子 ４８９−２６０９ 神野市場３・４ 柳生　啓子 ４９５−２６７２
下佐々 大山乃里子 ４８９−３７７０ 野中・安井・南畑 東垣内秀迪 ４９５−２４００
動木 清田　憲次 ４８９−５４１０ 箕　六・樋　下 丸山　豊人 ４９５−２０１５
動木 寺中シゲミ ４８９−５１００ 上ケ井・三尾川 西山　泰隆 ４９５−２８２４
動木 寺中　俊也 ４８９−２７３４ 大　角・津　川 仲岡　孝文 ４９５−２９８８
動木 小松　晴功 ４８９−５３０９ 明　添・鎌　滝 中部屋清子 ４９５−２８６５
小畑 山本　和美 ４８９−４２３８ 赤木・高畑・桂瀬 仲前　充子 ４９５−２５７８
小畑 岩橋　哲子 ４８９−５５９０ 今西 ･ 松ケ峯 ･ 菅沢 上辻乃利子 ４９８−０１９０
小畑 北山　宣生 ４８９−４１４０ 田 榎本　眞弓 ４９８−０１５２
小畑 中尾　育男 ４８９−３９０３ 谷 東　　洋子 ４９８−０２１４
柴目 山本喜久男 ４８９−２４２７ 中　・滝ノ川 井谷　洋子 ４９８−０２２７
長谷 中屋　久司 ４８９−９９５５ 毛原下・小 西 助野　利治 ４９９−０１５４
吉野 小田　　茂 ４８９−３６７８ 毛原中・毛原宮 西澤　保行 ４９９−０２３２
吉野 池本　博文 ４８９−２８９２ 毛原宮・毛原上 西　　　茂 ４９９−０１７８
福井 吉村　耕治 ４８９−３１６４ 毛原上・長谷宮 上東　敏男 ４９９−００４８
梅本 南　　智子 ４８９−２９６３ 井　堰・蓑垣内 神谷　紀子 ４９７−０２２１

奥佐々 小谷　尊規 ４８９−３５９７ 真国宮・蓑津呂 森谷　運佳 ４９７−０２１８
中田 大谷　延由 ４８９−３７８５ 花野原 ･ 初生谷 ･ 北野 岩本恵美子 ４９７−０２０７
坂本 松尾　好純 ４８９−２６９３ 円明寺・勝谷・四郷 藤井　秀夫 ４９７−０２４５
東野 溝上　孝和 ４８９−２８７１
西野 赤阪　惠子 ４８９−３７７４
釜滝 南　　秀和 ４８９−５８６０

主任児童委員
（町内全域）

堀　　有子 ４８９−２００１
松瀬 廣井　傳治 ４８９−３８９３ 森谷美喜子 ４９５−２２２２

国木原 前野　忠弘 ４８９−４３０７ 田伏　嘉子 ４８９−４５１２
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広 告

急速な少子高齢化や核家族化が進むなか、安心・安全なまちづくりを進めていくには誰もが身近で気軽に相談できる環
境が必要とされています。そのため、厚生労働大臣から委嘱された全国約23万人の「民生委員・児童委員」が、住民の
立場に立った相談・支援者として活動しています。

本町でも現在52人（うち主任児童委員3人）が各地区で活躍しています。 民生委員・児童委員には守秘義務があり、
相談の内容などの秘密は固く守られます。お困りのことがありましたら担当の民生委員・児童委員にお気軽にご相談くだ
さい。

５月12日　「民生委員・児童委員の日」　５月12日～18日　「活動強化週間」

民生委員・児童委員名簿（敬称略）　任期：平成31年11月30日まで

ご存知ですか？あなたの地域の民生委員・児童委員

■問い合わせ　紀美野町民生委員・児童委員協議会（保健福祉課　℡ ０７３−４８９−９９６０）

民生委員制度は創設100周年を迎えます！




